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	タイトル
	米海軍イージス駆逐艦「フィッツジェラルド」の小樽入港とミサイル駆逐艦「グリッドレイ」の苫小牧港に反対する取り組み


※　各地方本部止め、組合事務所にＦＡＸを有する単組・総支部にのみ地方本部よりＦＡＸで指示をお願いします。
米海軍イージス駆逐艦「フィッツジェラルド」の小樽入港とミサイル駆逐艦「グリッドレイ」の苫小牧港に反対する取り組み
　日頃のご健闘に敬意を表します。
　さて、米海軍イージス駆逐艦「フィッツジェラルド」（８８００トン、乗員約２２０人が、２月５日～９日にかけて小樽港へ、また、ミサイル駆逐艦「グリッドレイ」も２月５日から９日にかけて苫小牧港に寄港を希望していることが明らかになりました。　
米国軍艦の小樽・苫小牧寄港は、民間商業港を準軍港として固定化し、「日米新ガイライン」による自治体協力をなし崩しに進めるものであり、自治体に軍事的役割を求めものです。
　米国軍艦の入港が度重なることになれば、商業港としてのイメージ悪化は避けられず核兵器廃絶平和都市宣言を行っている市民の意志に反することになります。また、業港の経済活動に大きな支障を発生させ、港湾労働者をはじめ、関係者に不利益が生ずおそれがあります。
　連合北海道は、小樽入港・苫小牧入港について反対するよう北海道知事及に対し要請行を行うとともに、小樽・苫小牧港寄港反対の打電行動に取り組むこととします。
　自治労道本部としましても、連合北海道の要請を受け、下記の通り打電行動を取り組むこととしますので、各単組・総支部の積極的な取り組みをお願いします。
記
【抗議打電行動】
（１）打電先
　○小樽市長　山田　勝麿
   〒047-8660　小樽市花園町2-12-1　小樽市役所

TEL 0134-32-4111　　    FAX　0134-25-1487
＜内容案文＞
	　米海軍イージス駆逐艦「フィッツジェラルド」が、２月５日から９日の期間、小樽港への入港を希望しています。度重なる米国軍艦の小樽寄港は、民間商業港を準軍港として固定化し、「日米新ガイドライン」による自治体協力をなし崩しに進めるものであり、自治体に軍事的役割を求めるものです。
　寄港目的の一つに「友好・親善」があげられていますが、商業港である小樽港に軍艦を乗り付け、「日米地位協定」により繋留経費さえ支払わず、我々国民の税金を負担させてまで「友好・親善」を強いられる理由はありません。また、寄港地においては乗組員による事件が多発しており、同様の事件発生を小樽市民は不安に思っています。
　米国軍艦の入港が度重なることになれば、商業港としてのイメージ悪化は避けられず、核兵器廃絶平和都市宣言を行っている小樽市民の意志に反することになります。また、商業港の経済活動に大きな支障を発生させ、港湾労働者をはじめ、関係者に不利益が生ずるおそれがあります。
　以上のことから、米海軍イージス駆逐艦「フィッツジェラルド」の小樽寄港に強く反対します。


○苫小牧市長　岩倉　博文
   〒053-8722　苫小牧市旭町5番６号　苫小牧市役所

TEL 0144-32-6111　　    FAX　0144-33-2330
＜内容案文＞
	　米海軍ミサイル駆逐艦「グリッドレイ」が、２月５日から９日の期間、苫小牧港への入港を希望しています。米国軍艦の苫小牧寄港は、民間商業港を準軍港として固定化し、「日米新ガイドライン」による自治体協力をなし崩しに進めるものであり、自治体に軍事的役割を求めるものです。
　寄港目的の一つに「友好・親善」があげられていますが、商業港である苫小牧港に軍艦を乗り付け、「日米地位協定」により繋留経費さえ支払わず、我々国民の税金を負担させてまで「友好・親善」を強いられる理由はありません。また、寄港地においては乗組員による事件が多発しており、同様の事件発生を苫小牧市民は不安に思っています。
　米国軍艦の入港が度重なることになれば、商業港としてのイメージ悪化は避けられず、核兵器廃絶平和都市宣言を行っている苫小牧市民の意志に反することになります。また、商業港の経済活動に大きな支障を発生させ、港湾労働者をはじめ、関係者に不利益が生ずるおそれがあります。
　以上のことから、米海軍ミサイル駆逐艦「グリッドレイ」の苫小牧寄港に強く反対します。


　○北海道知事　高橋　はるみ
　　〒060-0042 札幌市中央区北3条西6丁目　北海道庁　　
　　　　TEL　011-231-4111
FAX  011-251-3879
  ○在札幌米国総領事 　ジョン・リース
　　〒064-0821 札幌市中央区北1条西28丁目　在札幌米国総領事館　
        TEL　011-641-1115       FAX  011-643-1283
＜内容案文＞
	米海軍イージス駆逐艦「フィッツジェラルド」が小樽港へ、米海軍ミサイル駆逐艦艦「グリッドレイ」が苫小牧港へ、２月５日から９日の期間、入港を希望しています。度重なる米国軍艦の小樽寄港は、民間商業港を準軍港として固定化し、「日米新ガイドライン」による自治体協力をなし崩しに進めるものであり、自治体に軍事的役割を求めるものです。
　寄港目的の一つに「友好・親善」があげられていますが、商業港である小樽港に軍艦を乗り付け、「日米地位協定」により繋留経費さえ支払わず、我々国民の税金を負担させてまで「友好・親善」を強いられる理由はありません。また、寄港地においては乗組員による事件が多発しており、同様の事件発生を小樽・苫小牧市民は不安に思っています。
　米国軍艦の入港が度重なることになれば、商業港としてのイメージ悪化は避けられず、核兵器廃絶平和都市宣言を行っている小樽・苫小牧市民の意志に反することになります。また、商業港の経済活動に大きな支障を発生させ、港湾労働者をはじめ、関係者に不利益が生ずるおそれがあります。
　以上のことから、米海軍イージス駆逐艦「フィッツジェラルド」の小樽寄港と米海軍ミサイル駆逐艦「グリッドレイ」の苫小牧寄港に強く反対します。



<案文に追加>
○小樽市長
　（後段に）貴職におかれましては、米軍艦の小樽港入港に反対するよう強く要請します。
○苫小牧市長
　（後段に）貴職におかれましては、米軍艦の苫小牧港入港に反対するよう強く要請します。
○道知事
　（後段に）貴職におかれては、道民の安全を確保し、北海道の平和と軍縮の拡大をめす立場　から、米軍艦の小樽港入港に反対されるよう強く要請します。
○在札幌アメリカ総領事館総領事
　（前段に）平和の確立と軍縮の推進を求める北海道民の意思を無視した、小樽港入港強く反対します。
以　　上
